
JP 2017-143820 A 2017.8.24

(57)【要約】
【課題】食用ハーブ、ドライフルーツ、食品香料を組み合わせることによって、お湯を注
ぐだけでハーブティーとして飲むことができ、さらに食用ハーブ及びドライフルーツを食
べられる飲料を提供する。
【解決手段】茶葉の代わりに食用ハーブを用いて酸味渋味のあるハーブティーをベースに
して、甘味を出すドライフルーツを組み合わせることにより、ハーブティーとして飲みな
がら、食用ハーブ及びドライフルーツを一緒に食べることができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　食用ハーブ単体では甘味もなく食べないところ、甘味のでるドライフルーツを組み合わ
せることによって、お湯を注ぐだけで食用ハーブの酸味渋味とドライフルーツの甘味によ
りハーブティーとして飲用でき、茶葉を使用していないことからノンカフェイン飲料であ
り、かつ食用ハーブ及びドライフルーツを一緒に食べることができることを特徴とするハ
ーブティー。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、食べられるハーブティーに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のハーブティーは、ハーブ茶葉にお湯を注ぎ、ハーブの成分を抽出させたものを飲
用し、ハーブ茶葉を食べないことが普通である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ハーブティーとして飲用するだけではなく、ハーブ茶葉もおいしく食べる。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　茶葉の代わりに食用ハーブのみを選別してハーブ茶葉として用い、酸味渋味のあるハー
ブティーをベースにして、甘味のでるドライフルーツ、食品香料を組み合わせることによ
って、ハーブティーとして飲みながら、食用ハーブとドライフルーツを一緒に食べられる
ことを特徴とする。
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